
明日の翼 02

Words for tomorrow 

　航
空
運
送
業
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
温
室
効
果

ガ
ス
を
排
出
す
る
事
業
で
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
そ
の
事
実
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
社
会
と
共
生
し
な
が
ら
事
業
を
持
続
さ
せ
る
た

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　

　私
た
ち
の
C
O
2
総
排
出
量
の
99
%
は
航
空
機
の
運
航
に
よ
る
も

の
で
す
が
、
こ
れ
を
大
幅
に
削
減
す
る
た
め
に
は
、
燃
料
消
費
量
の

少
な
い
新
型
機
へ
の
更
新
が
特
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
新
型
機
は
、

従
来
機
と
比
べ
て
15
～
25
％
程
度
の
C
O
2
排
出
量
を
削
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
度
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ

プ
で
あ
る
ボ
ー
イ
ン
グ
7
7
7
型
機
の
後
継
機
と
し
て
、
エ
ア
バ

ス
A
3
5
0
型
機
の
導
入
を
開
始
し
、
2
0
1
9
年
秋
か
ら
国
内

線
に
就
航
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
国
際
線
に
の

み
就
航
し
て
い
た
ボ
ー
イ
ン
グ
の
新
型
機
、
7
8
7
型
機
も
国
内

線
に
就
航
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
騒
音
も
低
減
さ
れ
て
お
り
、
機

内
の
静
粛
性
の
み
な
ら
ず
、
空
港
周
辺
地
域
の
環
境
負
荷
も
大
き
く

軽
減
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も
計
画
的
な
機
材
更
新

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　本
号
で
は
、
新
型
機
の
ほ
か
、
私
た
ち
の
昨
今
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
い
く
つ
か
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で

は
、
日
本
の
各
地
域
と
世
界
を
結
ぶ
私
た
ち
の
使
命
と
し
て
、
各

地
域
の
特
長
を
生
か
し
た
観
光
促
進
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
一
例
と
し
て

「
S
A
M
U
R
A
I 

K
Y
U
S
H
U
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
よ
り
多
く
の
訪
日
外
国
人
を
お
迎
え
す
る
に
は
、

日
本
の
各
空
港
に
乗
り
入
れ
る
海
外
航
空
会
社
の
航
空
機
を
取
り

扱
う
地
上
ス
タ
ッ
フ
の
役
割
が
、
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
号
で
は
こ
う
し
た「
グ
ラ
ン
ド
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
」の
仕
事
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
に
誇
る
私
た
ち
の
サ
ー
ビ
ス
力
を
生
か
し

た
海
外
で
の
サ
ー
ビ
ス
教
育
事
業
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　ロ
ー
カ
ル
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
で
も
、
航
空
運
送
事
業
の
み
な
ら
ず
、

J
A
L
グ
ル
ー
プ
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今
後

も
、
日
本
の
各
地
域
に
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
地
球
、
世
界
と
共
生

で
き
る
持
続
可
能
な
事
業
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　引
き
続
き
ご
愛
顧
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

�

日
本
航
空
株
式
会
社
　代
表
取
締
役
社
長
　赤
坂
祐
二

地
球
、世
界
、日
本
と
共
生
す
る

航
空
会
社
へ

明日の翼03

特
集

日
本
の
空
は
、新
し
い
時
代
へ
。

2
0
1
9
年
9
月
、国
内
線
に
エ
ア
バ
ス 

A
3
5
0
型
機
が
、

10
月
に
は
ボ
ー
イ
ン
グ
7
8
7
型
機
が
就
航
し
ま
し
た
。

そ
の
特
長
は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
過
ご
し
や
す
い
機
内
の
「
快
適
性
」や
、

環
境
負
荷
を
低
減
す
る
「
省
燃
費
」、「
低
騒
音
」。

J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
、新
型
機
の
導
入
を
通
じ
て
、新
時
代
の
快
適
な
空
の
旅
と
、

環
境
負
荷
の
低
減
に
よ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

新
時
代
を
切
り
拓
く

エ
ア
バ
ス
A
3
5
0
型
機

ボ
ー
イ
ン
グ
7
8
7
型
機

国
内
線

就
航1

2

3 4

JALグループは、2030年のSDGs※達成に向け、事業を通じて社会の課題解決に取り組みます。
※「Sustainable Development Goals」の略称で、持続可能な社会の実現を目指し、国際社会が2030年までに解決すべき17の目標のこと

1機体の入口付近にはJALを象徴す
る鶴丸ロゴをあしらいました 2個室
のようなプライベート空間を実現した

「ファーストクラス」。ソファのような座
りごこちとマッサージ機能を備えた座
席は今までにないくつろぎを体験でき
ます 3「クラスJ」では、レッグレストに
新機能が。ゆったりとした空の旅をご堪
能いただけます 4キャスター付きスー
ツケースを縦に収納することができる
手荷物収納棚



明日の翼 04

　
２
０
１
９
年
９
月
か
ら
、
エ
ア
バ
ス

A
3
5
0
型
機
、
10
月
か
ら
ボ
ー
イ
ン
グ

7
8
7
型
機
が
国
内
線
に
就
航
し
ま
し
た
。

機
内
仕
様
を
一
新
し
、
す
べ
て
の
お
客
さ
ま

に
快
適
な
空
の
旅
を
ご
提
供
し
ま
す
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
の
が
環
境
負

荷
の
低
減
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
エ
ア
バ
ス
社
、
ボ
ー
イ
ン

グ
社
の
新
型
機
で
あ
り
、
従
来
機
と
比
べ

「
省
燃
費
」
と
「
低
騒
音
」
と
い
う
２
つ
の

特
長
が
あ
り
ま
す
。
従
来
機
と
比
較
し
た

場
合
、
C
O
2

排
出
量
を
15
〜
25
％
程
度
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
運
航

時
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
静
か
に
な
り
、
空
港

周
辺
の
騒
音
の
低
減
に
加
え
、
機
内
で
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
航
空
機
の
構
造
に
新
素
材
で
あ
る
炭
素

繊
維
複
合
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
軽
量
化

を
実
現
し
、
ま
た
、
新
開
発
エ
ン
ジ
ン
の

搭
載
に
よ
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
機
材
が

実
現
し
ま
し
た
。

　
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
、

国
際
航
空
分
野
※
で
は
C
O
2

排
出
量
削

減
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で

は
「
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
J
A
L
グ

ル
ー
プ
航
空
機
の
有
償
ト
ン
キ
ロ
あ
た
り

C
O
2

排
出
量
を
２
０
０
５
年
度
比
で
23
％

削
減
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
バ
イ

オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
活
用
や
、「
燃
料
節
約

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
騒
音
軽
減
運
航
方
式
」

の
導
入
な
ど
、
各
職
場
が
連
携
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
省
燃
費
・
低

騒
音
機
材
へ
の
更
新
も
、
C
O
2

削
減
に
大

き
く
貢
献
し
ま
す
。

　
J
A
L
の
主
力
機
と
し
て
、
日
本
各
地

を
つ
な
ぐ
新
型
機
。
今
後
も
す
べ
て
の
お

客
さ
ま
に
快
適
な
フ
ラ
イ
ト
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
事
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
工
夫
を
行
い
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

「
省
燃
費
」
と
「
低
騒
音
」

環
境
に
配
慮
し
た
新
型
機

新型機で取り組む環境へのアクション
客室仕様のリニューアルにより機内の快適性を向上させた新型機。
さらに、「省燃費」と「低騒音」という性能も兼ね備えています。
未来に持続する社会を実現するため、JALグループは環境負荷の低減に力を入れていきます。

今
、
取
り
組
む
べ
き

環
境
課
題
の
解
決
に
向
き
合
う

エアバスA350-900 型機

ボーイング 787-8 型機
2012年から国際線に就航して
いましたが、10月27日より国内
線にも就航しました。

スペック（国内線仕様）
全 長：56.7m
全 幅：60.1m
全 高：16.9m
エンジン推力：28.9t×2
標 準 座 席 数：291
巡 航 速 度：916km/h
最大離陸重量：173.3t
航 続 距 離：5,100km

スペック（国内線仕様）
全 長：66.8m
全 幅：64.8m
全 高：17.1m
エンジン推力：33.7t×2
標 準 座 席 数：369
巡 航 速 度：916km/h
最大離陸重量：217t
航 続 距 離：5,900km

明日の翼05

環境負荷の低い航空機を

経営企画本部長

西尾 忠男

　
２
０
１
９
年
９
月
か
ら
、
エ
ア
バ
ス

A
3
5
0
型
機
、
10
月
か
ら
ボ
ー
イ
ン
グ

7
8
7
型
機
が
国
内
線
に
就
航
し
ま
し
た
。

機
内
仕
様
を
一
新
し
、
す
べ
て
の
お
客
さ
ま

に
快
適
な
空
の
旅
を
ご
提
供
し
ま
す
。
そ

し
て
、
さ
ら
に
力
を
入
れ
た
の
が
環
境
負

荷
の
低
減
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
エ
ア
バ
ス
社
、
ボ
ー
イ
ン

グ
社
の
新
型
機
で
あ
り
、
従
来
機
と
比
べ

「
省
燃
費
」
と
「
低
騒
音
」
と
い
う
２
つ
の

特
長
が
あ
り
ま
す
。
従
来
機
と
比
較
し
た

場
合
、
C
O
2

排
出
量
を
15
〜
25
％
程
度
削

減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
運
航

時
の
エ
ン
ジ
ン
音
が
静
か
に
な
り
、
空
港

周
辺
の
騒
音
の
低
減
に
加
え
、
機
内
で
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
航
空
機
の
構
造
に
新
素
材
で
あ
る
炭
素

繊
維
複
合
材
を
使
用
す
る
こ
と
で
軽
量
化

を
実
現
し
、
ま
た
、
新
開
発
エ
ン
ジ
ン
の

搭
載
に
よ
っ
て
環
境
に
配
慮
し
た
機
材
が

実
現
し
ま
し
た
。

　
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
、

国
際
航
空
分
野
※
で
は
C
O
2

排
出
量
削

減
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
J
A
L
グ
ル
ー
プ
で

は
「
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
J
A
L
グ

ル
ー
プ
航
空
機
の
有
償
ト
ン
キ
ロ
あ
た
り

C
O
2

排
出
量
を
２
０
０
５
年
度
比
で
23
％

削
減
す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
、
バ
イ

オ
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
活
用
や
、「
燃
料
節
約

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、「
騒
音
軽
減
運
航
方
式
」

の
導
入
な
ど
、
各
職
場
が
連
携
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
省
燃
費
・
低

騒
音
機
材
へ
の
更
新
も
、
C
O
2

削
減
に
大

き
く
貢
献
し
ま
す
。

　
J
A
L
の
主
力
機
と
し
て
、
日
本
各
地

を
つ
な
ぐ
新
型
機
。
今
後
も
す
べ
て
の
お

客
さ
ま
に
快
適
な
フ
ラ
イ
ト
を
提
供
す
る

と
と
も
に
、
事
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
場
面

で
工
夫
を
行
い
、
環
境
負
荷
の
低
減
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

※ 2010年に開催された国際民間航空機関（ICAO）
の総会では、「燃料効率を毎年2%改善すること」、

「2020年以降国際線のCO2総排出量を増加させ
ないこと」という2つの目標を採択。さらに、2016
年の総会では、2021年以降、国際線を運航する航
空会社に対して、2019年・2020年のCO2平均排出
量を超過した分についてCO2排出権の購入などを
義務付ける制度（CORSIA制度）を導入することが
採択されるなど、環境への負担を減らすための積
極的なアクションが始まっています。

64% 70% 76% 80% 81% 省燃費機材

年度末
対象機種：A350、787、777、737-800、E170/190
2018年度までは実績値、2019年度以降は計画値

その他
36% 30% 24% 20% 19%

0

20

40

60

80

100

20202019201820172016
2018年度80.6%

目標77.0%

70

80%

90%

100%

20
20

年

20
19

年

20
18

年

20
17

年

20
16

年

20
15

年

20
14

年

20
13

年

20
12

年

20
11

年

20
10

年

20
09

年

20
08

年

20
07

年

20
06

年

20
05

年

CO2 ／有償トンキロ
（2005年度比）

JAL グループの省燃費機材シェア

JALグループ航空機の排出するCO₂削減の推移

　J
A
L
で
は
新
し
い
機
材
を
導
入
す
る
際
、路
線

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
や
投
資
対
効
果
の
ほ
か
、更
新

時
期
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
で
判
断
を
し
て
い
ま
す

が
、特
に
「
環
境
負
荷
の
低
減
」を
重
視
し
て
い
ま
す
。

　航
空
会
社
と
し
て
は
C
O
2
の
排
出
量
の
削
減
は

急
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、省
燃
費
機
材
で
あ
る

A
3
5
0
型
機
と
7
8
7
型
機
を
、7
7
7
型
機
、

7
6
7
型
機
の
後
継
機
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
。今
後

も
計
画
的
に
新
型
機
へ
更
新
し
て
い
く
こ
と
で
、環
境

負
荷
の
低
減
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。両
機
は
省
燃

費
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、低
騒
音
か
つ
快
適
性
に
も
優

れ
て
お
り
、今
後
も
路
線
の
特
性
に
合
わ
せ
て
導
入
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　ま
た
、私
た
ち
は
中
期
経
営
計
画
の
な
か
で
「
す
べ

て
の
お
客
さ
ま
に
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
を
実
現
」を
掲
げ

て
い
ま
す
。航
空
機
に
ご
搭
乗
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
の

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、騒
音
の
低
減
や
排
出

す
る
有
害
物
質
の
削
減
な
ど
に
よ
り
空
港
周
辺
の
皆

さ
ま
、そ
し
て
社
会
の
皆
さ
ま
の
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
J
A
L
グ
ル
ー
プ
は
安
全
で
快
適
な

空
の
旅
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、環
境
課
題
の
解
決
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。


	02-03.pdf
	04-05.pdf

